
ど
塔
番
習

７
月
３‐
日
蛸
時
議
会
″
脅
単
さ

れ
　

一
眼
会
計
帥
正
予
算
と
伽
場

水
道
事
業
特
別
会
計
袖
Ｆ
ヤ
９
の

２
議
案
が
提
出
さ
れ
　
害
☆
の
結

果
　
い
ず
れ
も
原
某
ど
お
り
可
決

き
れ
ま
し
た

網
正
予
算

ｉ
平
成
，０
年
度
南
木
魯
口

一
捜
芸

計
網
正
予
算

（第
２
骨
）

８
千
２
１
６
万
５
千
円
を
追
加

し
　
総
額
を
３５
は
５
千
５
０
２
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た

補
Ｆ
予
隻
の
主
な
内
容
は
　
７

月
ま
雨
次
筈
に
よ
る
交
害
ｐ
‐――
経

賢
と
抑
■
か
ら
の
，
機
シ
ス
テ
ム

機
器
更
新
に
保
る
シ
ス
テ
ム
ッ
ー

ス
料
等
の
種
資
の
追
加
等
で
す

ｉ
平
成
１８
年
度
簡
場
水
道
事
業
特

別
二
計
網
正
予
算

（第
２
骨
）

れ
い
の
誌
項
間
で
Ｗ
万
５
千
円

を
組
み
せ
え
る
補
正
で
す

抑
止
予
算
の
理
●
は
　
公
用
■

を
４
年
ｍ
て
分
割
帖
大
す
る
こ
と

と
し
　
‐８
年
度
分
の
支
払
額
の
補

正
で
す

平
成
１８
年
度
の
ホ
皆
部
町
村
識

会
就
員
結
会
”
　
去
る
７
，
１２
ｎ

に
上
松
町
の
勤
学
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
碑
冊
さ
れ
ま
し
た

会
長
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
　
ｍ

今
以
上
な
職
し
た
議
員
に
贈
ら
れ

る
壇
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ

当
町
議
会
の
勝
野
春
喜
副
議
長

岡
庭
寛
次
郎
就
賞
　
竹
腰
宗

一
鮫

営
　
松
原
頂
彦
議
員
　
一〔
桁
進
成

営
の
Ｓ
そ
が
受
賞
し
ま
し
た

統
い
て
　
競
長
団
の
逮
出
が
行

わ
れ
　
当
町
の
勝
野
剤
能
長
が
議

長
同
と
し
て
登
脱
し
ま
し
た

今
年
度
は
　
６
項
目
の
提
出
縦

察
が
需
説
さ
れ
　
当
町
の
北
原
敵

長
は

「木
曽
地
区
主
要
畔
線
通
路

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」
提
案
説

切
を
行
い
ま
し
た
　
ま
た
　
一ｍ
橋

講
宮
は

「
一
般
国
追
１９
号
の
結
合

的
な
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

め
説
女
に
対
し
て
　
冬
季
の
安
全

対
策
と
し
て
南
木
ｇ
町
に
除
皆
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
趣
設
要
聖
与
の
賛
成

討
請
を
行
い
ま
し
た
　
決
譲
さ
れ

た
項
日
は
次
の
と
お
り
で
す

，
障
害
者
結
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ

の
財
政
支
鍛
尊
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

木
曽
Ｍ
城
障
辛
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

「と
も
に
」
へ
の
人
件

費
補
助
の
継
統

車
門
腋
員
め
増
賞

２
木
曽
谷
林
業
の
特
承
性
を
反
映

し
た
固
有
林
の
地
域
管
理
揺
曹

計
画
の
樹
立
に
つ
い
て

間
伐
な
ど
の
球
朴
整
備
の
維
椛

的
な
取
り
組
み

地
域
め
ホ
材
産
業
振
興
の
た
０

の
木
材
の
安
定
供
給

地
域
の
意
向
に
配
せ
し
た
森
＝

施
業

３
県
立
木
宮
病
院
の
充
実
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

医
師
等
　
睡
練
投
怖
青
梓
保
の

た
め
の
総
合
的
な
対
策
の
構
築

本
営
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
　
市
院
機
能
の
さ
ら
な
る
充

実
４
る
獣
に
よ
る
被
馨
対
策
の
描
送

に
つ
い
て

社
青
防
止
対
策
の
支
援
と
と
も

ｔ
　
よ
う
効
果
的
な
防
除
の
指

導里
山
整
備
の
推
逆

間
伐
等
　
長
期
的
な
誌
杵
盤
備

に
対
す
る
継
統
的
な
支
援

５

一
般
国
道
的
号
の
縄
合
的
な
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て

国
道
１９
号
を
地
過
す
る
大
型
草

両
の
削
減

中
故
危
険
簡
所
の
改
史
及
び
交

通
安
全
施
設
の
き
ち
な
る
充
実

速
度
抑
制
対
策
と
交
通
指
導

取
締
り
の
拙
統

冬
削
問
の

「和
可
」
を
理
由
と

す
る
手
前
逆
行
規
制

（チ
ェ
ー

ン
報
判
）
の
検
討

６
本
曽
地
区
主
要
韓
線
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

日
道
迎
号
の
雑
備
促
進

ｔ

回
道
２
３
６
号
の
改
Ｒ
促
進

凹
道
３
６
１
号
の
故
Ｒ
促
進

木
曹
川
右
拝
述
路
の
建
設
促
進

地
方
道
路
の
雑
備
促
逆

結
会
終
了
後

研
修
会
に
入
り

総
訪
省
自
治
財
政
局
謝
懐
課
長
の

務
台
確
介
氏
に
よ
る
詐
Ｘ

「道
州

削
談
論
　
故
出
歳
入

一
体
改
革
と

地
方
自
治
体
の
将
来
」
と
題
し
た

計
演
を
聴
詰
し
ま
し
た

語
演
の
主
な
内
容
は
　
こ
れ
か

ら
論
説
が
本
格
化
す
る
道
川
削
に

つ
い
て
　
歳
出
歳
人
　
体
改
革
に

つ
い
て
の
総
務
省
の
考
え
方
　
地

方
叫
政
分
野
に
お
け
な
な
出
改
革

の
■
体
的
内
容
と
　
こ
の
７
＝
Ｆ

日
ｔ
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
の
骨

大
方
針

「経
済
財
政
運
営
と
構
造

改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０

６
」
ｔ
つ
い
て
の
前
別
が
あ
り

大
変
■
意
識
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た

木
官
郡
町
村
議
会
議
員
総
会
開
か
れ
る

―

」
―
十

一

t

ヨ彰されたみなさん
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，（
コ一
議

水
中
広
崚
述
合
の
第
２
回
馳
‐―キ

散
会
が
７
局
ｎ
Ｈ
に
出
催
さ
れ

友
め
４
献
楽
か
原
資
ど
わ
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
　
吐
設
Ｉ
奇
科
負
契

約
は
　
本
皆
市
部
の
サ
ー
ブ
ル
テ

レ
ピ
墜
帥
事
業
に
関
す
る
討
負
契

約
の
柿
浩
で
す

●
建
設
工
事
詩
資
契
約
の
綿
篠
に

つ
い
て

契
約
の
目
的

平
成
１８
年
岐
木
曽
地
域
高
度
情

報
化
墜
崎
■
業
　
木
Ｕ
市
部
イ
ン

ー
ラ
ネ

ッ
ー
と
雑
堆
術
中
業
第
２

ｍ
■
す

契
約
金
額

―
は
４
千
１
１
２
万
円

契
約
の
相
手
先

束
口
小
ｔ
信
屯
訂
巾
長
町
支
じ

●
建
設
工
事
詣
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

契
約
の
目
的

■
成
狙
午
使
木
常
地
取
高
度
枯

鞭
化
性
柿
＋
業
　
大
操
――
　
南
木

庁
叫
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
相
い
業

契
約
金
額

６
倍

６
千

“
１
２
方

５
千

＝

ⅢⅢ tり | じ NA61SO

木
曽
広
域
連
含
要
望
活
動

木
ヤ
川
眺
介
橋
付
近
の
作
民
の

皆
さ
ん
か
ら
　
４
中
】
雨
時
に
お

け
ら
す
ム
の

一
市
核
流
を
し
な
い

こ
と
な
ど
の
本
】
ＩＩＩ
流
水
改
■
を

趣
ほ
と
す
る

「札
介
柄
河
川
公
団

同
辺
の
文
午
対
策
に
出
す
る
要
望

ど
」
す
町
と
離
会
に
提
出
さ
れ

蔽
会
と
し
て
杯
択
し
　
″
ム
を
管

理
す
る
は
本
蛍
海
権
村
と
問
西
ｔ

力
的
に
対
し
　
「木
ヤ
川
流
ホ
改

苦
の
要
望
い
」
を
担
出
し
ま
し
た

ま
た
　
木
曽
広
戒
連
合
の
１７
年

８
，
比
例
講
会
に
お
い
て
　
当
町

の
は
原
面
彦
蔽
代
打
　
■
同
時
に

お
け
る
　
木
帝
川
州
迎
の
任
尺
を

文
字
か
ら
守
る
た
め
に
は
　
村
度

の
高
い
イ
ム
の
波
流
柑
報
の
早
明

円
滑
的
な
伝
達
す
不
可
欠
で
あ
る

と
し
　
木
せ
川
水
系
全
体
の
ダ
ム

放
航
逆
格
シ
ス
テ
ム
の
結
策
を
木

曹
広
域
辻
合
が
ｉ
体
と
を

っ
て

閃
探
機
関
に
対
し
て
要
中
す
べ
壱

と

い
う
内
誉

の

一
般
ｒ
ｍ
を
行

い
　
広
批
迎
合
と
し
て
関
係
機
門

に
相
組
の
立
ち
上
げ
を
日

，
て
い

く
と
の
同
客
を
得
ま
し
た

議
会
は
　
そ
の
活
動
の

一
環
と

し
て
　
Ｆ
月
”
日
に
水
曹
川
水
系

て
Ｓ
術
所
あ
る
イ
ム
の
う
ち
　
帖

一
よ
よ
前
雑
機
能
を
持

っ
た
　
叫

哺
川
ィ
ム
の
祝
イ
を
行

い
ま
し

た
　
，
ム
の
企
い
を
祝
年
後
　
″

ム
柑
即
者
か
ら
ィ
ム
機
能
に
つ
い

て
の
説
川
を
受
け
　
ｉ
に
渋
水
潮

笠
に
円
し
て
の
せ
叱
攻
張
を
行
い

ま
し
た
い
岬
川
ダ
ム
は
　
０
次
本
制
壁

２
河
川
崎
蛇
保
全
母
新
純
利
水
■

■
屯
の
１
つ
を
Ｈ
的
と
し
て
道
，

れ
た
ア
ム
で
す
　
洪
水
科
性
機
能

に
つ
い
て
は
　
ま
同
時
に
は
　
″

■
に
流
入
す
な
棋
水
洗
■
の

一
部

を
放
流
し
　
な
り
を
怖
官
す
る
こ

と
に
よ
う
　
ド
流
の
洪
水
流
■
の

低
減
ｔ
，
あ
　
下
流
に
け
梓
を
与

え
と
い
よ
う
々
め
て
い
る
と
の
戒

明
で
あ
り
　
求
市
時
に
″
ム
の
依

流
が
原
凶
て
よ
水
を
起
こ
す
こ
と

は
な

い
こ
と
が
期
解

で
き
ま
し

た
そ
の
後
　
木
帝
広
成
連
合
を
前

岡
し
　
】
市
時
に
は
す
べ
て
の
″

ム
が
辻
料
し
て
　
放
洗
ｉ
の
抑
制

を
図
る
対
張
や
　
す
べ
て
の
流
技

の
流
■
年
の
情
報
を
的
確
か
つ
迅

連
ｔ
ほ
避
す
る
た
め
に
は
関
係
機

関
て
構
成
す
る
批
桁
純
機
の
村
束

”
な
形
て
あ
る
と
の
認
詰
か
ら

河
川
竹
理
者
で
あ
る
阜
小
主
導
と

な
り
　
辻
輪
組
割
を
■
急
に
村
案

す
る
よ
う
い
く
い
に
メ
討
す
る
こ

と
と
お
取
い
し
ま
し
た

一課

判

議
会
報
告

契
約
の
相
手
先

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ

ッ
フ
エ
ス
ア
イ
印
長

野
営
業
所

●
物
品
韓
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
契
約
の
目
的

平
成
狙
年
度
火
官
対
応
特
殊
油

防
京
ン
ブ
草
粧
姉
事
業

契
約
金
額

―
千
１
４
Ｆ
万
９
千
Ｈ

契
約
の
相
手
先

ヨ
ハ
ポ
ー
ン
ス
テ
ム
中

●
平
成
拒
年
度
木
曽
広
域
連
合
情

報
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（常
―
号
）

補
正
額

Ｆ
億
を
千
７
，
８
方
Ｉ
Ｔ
円
増

補
正
後
の
燃
額

抑
ほ
５
千
７
５
ア
方
１
千
円

補
正
の
要
旨

上
に
木
常
町
ｍ
田
　
三
岳
　
冊

ｈ
の

一
部
を
区
取
と
す
る
水
曹
町

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
打
業
の
十
■
輩

tf噌Ⅲ夕とて説明を貫けました


